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 残暑の厳しい毎日ですが、皆さん夏休みは元気に過ごせたでしょうか。中

学部、高等部の生徒のみなさんは、休み中にも補習や部活動の練習などに一

生懸命取り組んでいました。このあとも体調管理に十分気をつけて、それぞ

れの進路に向けて努力していきましょう。  

 さて、いよいよ２学期がスタートします。高等部３年生は、すでに夏休み

後半から９月の就職試験やその後の入学試験に向けて、面接練習や履歴書・

入学願書の作成などに取り組んでいます。高等部１、２年生のみなさんも、

また中学部のみなさんも、将来の進路実現に向けてこれからの１日１日を大

切に過ごし、日々の学習や部活動を通じて基礎学力や体力をしっかりと身に

つけていってほしいと思います。  

今回の進路だよりでは、７月に実施した①高等部就業体験のまとめ、②高

等部１年生の校内実習の様子、③中学部わく・ワーク体験の様子をそれぞれ

紹介します。  

 

 

 

「就業体験」は、実際に職場に出て今まで学校や家庭・地域社会の中で身

につけた力が実際どこまで生かせるのかを自覚し、また自分の適性を知り、

働くことへの意識を高めるために行う校外学習です。過去にもたくさんの先

輩が、この就業体験をきっかけに希望の会社への就職を実現しています。  

今年度、高等部3年生の就職希望者は、６月から卒業後の進路につながる

企業や施設での結合実習に行きました。また、2年生は７月８日から１２日

までの５日間、居住地に近い企業や施設での就業体験を行いました。業務繁

忙の時期と重なった事業所もあって実習を断られるケースも多く、開拓には

大変苦労しました。このような状況の中、就業体験を受け入れて頂いた企業

の方々に、この場をお借りして改めて深く感謝申し上げます。  

 

＜補足＞高等部の「就業体験」は、本校のような特別支援学校だけの行事で、 

 地域の普通高校などでは行われていません。自宅から事業所に通って８時間 

 ×５日間の勤務を実際に体験し、自分にどのような仕事ができるのかを考え、 

 また現場の方に仕事への適性等を評価して頂く大切な機会となっています。 



就業体験先の紹介 

高等部２年生 就業体験先  住所  実習内容  

株式会社ミタチ 姫路市  事務  

株式会社阪技  高砂市  事務  

ノア・インドアステージ株式会社  姫路町  軽作業  

特殊電極株式会社  加古川市  事務・環境管理  

COOKIES すまいる 加古川市  製菓  

  

  

事業所からの就業体験の評価〈抜粋〉 

＜良い評価＞  

・真面目に一生懸命取り組んでいた。不明点などは自ら質問して確認すること

ができていて、受け答えもしっかりしており、安心できます。  

・コミュニケーションが取りやすく、気さくに話ができるので、就業体験を円

滑に進めることができました。  

・作業は丁寧で、分からない部分はそのままにせずに、積極的に質問できてい

ました。はじめに一度注意したことは、あとの方になってもきちんと覚えてい

ました。 

・実習初日から２日目、３日目・・・と、少しずつ慣れてきたと思います。  

・真面目に取り組み、覚えるのも早く、また正確・丁寧に作業を行っていると

ころは良かったです。コミュニケーションは、弊社内で見受ける限りは問題な

いと思います。  



＜課題となる評価＞ 

・今回は実習で時間は短いですが、働く際は８時間となり、集中力が求められ

ます。自分なりに集中力が続く方法を見つけて頂ければと思います。 

・今、自分が何をしたら良いのか（準備など）が、言われないとしないのは残

念でした。 

・時間の管理が苦手な様子でした。今後徐々に意識していければと思います。  

・もう少しキビキビ行動出来れば、より積極性がアピールできると思います。  

・事務仕事は小さな見落としが大きな事故や損害に繋がることがあるので、自

分が入力したものは必ず見直すという習慣を身につけると将来役立ちます。  

 

就業体験後の生徒の感想＜抜粋＞ 

・ミスがないように、丁寧に確認しながら取り組むことができたことを評価されま

した。社内の雰囲気も良く、５日間通して真面目に取り組むことができたと思いま

す。報告をする、メモを取る、分からないことをすぐに聞くなどの当たり前のこと

をこれからもキープしたいです。  

・時計を見ていなかったことが多く、時間が過ぎてしまうことがありました。「時

間の意識をする」ことが難しかったです。また、「スピード」と「丁寧さ」の両方

をすることが大切だと思いました。自分の伝えたいことを上手に言語化できなかっ

たので、日本語を勉強しようと思います。  

・お菓子作りは学校と少し違う方法でしたが、家族に「おいしい」と言ってもらい、

嬉しかったです。休憩時間の時、周りの人とのコミュニケーションが難しかったで

す。これからは自分が何をすべきか考えて、行動するようにしていきたいです。  

・報告や質問等をしっかりすることができました。もっと正確性の高い作業ができ

るようになることが課題です。そのためには、集中力を高めたり、最後まで気を抜

かずに作業をする習慣を身につけるように頑張りたいです。  

・すべてのことに真剣に取り組むことができました。嫌な顔をせずに仕事に取り組

めたことを評価していただきました。緊張しすぎて判断が遅くなったり声が小さく

なってしまうことがありました。気持ちの切り替え方を上手にしていきたいです。 

                     

 

 

 高等部１年生は７月８日（月）から５日間、校内実習を行いました。出前授

業や交流学習なども盛り込んで、充実した内容となりました。  

■７月８日（月）  「実態把握」・「受注作業」  

 実態把握では、就業に必要な基礎学力（言葉、数、指示理解など）や筆談の力、



基本作業等の確認を行い、自分の得意なことや苦手なことについて考えました。  

 受注作業では企業から借り受けたネジの袋入れ作業を体験しました。完成品はそ

のままホームセンターの売り場に並ぶことを伝え、ミスがないよう緊張感をもって

作業に取り組みました。  

■７月９日（火）  「職業能力開発施設」出前授業  

はじめに仕事をすることの意味や働く時のマナーについて講義を聞いたのち、ピッ

キング作業の体験を行いました。作業を通して、報告・連絡・相談の大切さが理解

できました。  

■７月１０日（水）  「ラーフ・ウッド」見学・「シャープ特選工業」オンライン

での出前授業  

 午前中はラーフ・ウッド福祉会の中でも餃子を製造している作業所を見学しまし

た。同じ聴覚障害のある方が働かれており、仕事や私生活において大切なことにつ

いて、見学後にお話を聞くことができました。  

 午後からの出前授業では「働くことの意義」について、聴覚障害者の社員の方の

講義を聞きました。身近な健康管理から職業適性に至るまで、障害者の視点から具

体的な話を聞くことができました。オンラインの特性を活かして、お互いに双方向

で質問を行いました。  

■７月１１日（木）  「姫路工業高等学校」交流学習  

この日は朝から姫路工業高校を訪問し、午前中は工業化学科と電子機械科の授業を

体験し、午後は生徒会との交流会を行いました。工業化学科では精密な機械を使っ

て金属の成分を分析する体験をし、電子機械科ではコンピューターとプリンターを

使ってキーホルダーのデザインと製作をさせていただきました。  

■７月１２日（金）  「進路学習」・「受注作業」・「振り返り」  

進路学習では、自分の気になる職業について調べ、発表する活動をしました。  

受注作業では、テニスボールの穴あけ作業を行いました。  

また、午後は１週間の校内実習の振り返りとお疲れ様会を行いました。  

 

高１校内実習の様子 

【オリエンテーション】  【実態把握】     

 

 

 

 

 

 



【受注作業】     【能開出前授業】  

 

 

 

 

 

【ラーフ・ウッド見学】  【シャープ特選工業出前授業】 

   

 

 

 

 

 

【姫路工業交流学習】 

 

 

 

 

 

 

【進路学習】                 【ふりかえり・お疲れ様会】 

 

 

 

 

 

 

 

校内実習後の生徒のふりかえり 

・大きな声、笑顔で挨拶をしたり、わからないことがあったら「もう一度ゆっ

くりお願いします。」と聞いたりすることができました。自分の得意なことや苦

手なことはこれからも見つけていこうと思いました。１０月の実習は緊張せず

に頑張りたいです。  

・体力を保って仕事ができてよかったです。挨拶はあまりできませんでした。

１０月の就業体験に向けて、明るく挨拶をしていきたいと思います。  



・作業中にわからないことがあれば聞くことができました。挨拶や丁寧な言葉

遣いが少しできなかったことは反省点だと思います。１０月の就業体験では質

問を進んでして、今回の反省点をしっかりできるようにしたいです。  

・体調を崩してしまい、目標を達成できなかった部分もありますが、見学や交

流の時のマナーは守ることができたと思います。１０月の実習に向けて遅刻や

欠席をなくしていこうと思いました。  

・相手に伝わるように頑張りました。でもわからなかったこともありました。

コミュニケーションが上手になるようにこれからも頑張りたいと思います。  

・会社見学や交流で恥ずかしがらずに積極的にコミュニケーションをとること

ができました。作業ではできずに悔しい部分もありましたが、これからは他の

人のことを気にせず、自分のできることに集中していきたいと思います。  

 

 ５日間の校内実習を通して１年生は、今後の進路目標や今の自分に足りない

こと、もっと努力しないといけないことなどいろいろ考えたことと思います。

いよいよ１０月には、実際の現場へ就業体験に行きます。この５日間で学んだ

こと、感じたことが就業体験で活かせることを心から願っています。 

 
 

 ７月１０日（水）～１２日（金）の３日間、中学部２・３年生１３名が｢わく・

ワーク体験（職場体験）」を行いました。｢わく・ワーク体験」の目的は主に、  

①働くということがどのようなものかを知り、仕事に対する意識を高める ②

社会での礼儀やルールを学ぶ ③自分のコミュニケーションの力を確認し、今

後の課題を見つけるというものです。 

今年度は、「ホームプラザナフコ姫路店」、「マックスバリュ城の西店」、「マック

スバリュ宮西店」、「マックスバリュエクスプレス北条店」、「マックスバリュ宮上店」、

「はりまふくろうの家」の６事業所でさまざまな仕事をさせていただき、充実した

３日間を体験することができました。  

５月から始まった事前指導では、わく・ワーク体験本番に向けて、仕事内容

の概要を学んだり、交通機関･道順の確認をしたりしました。また、職場体験に

当たっての心得や、職場でのあいさつ、マナーなどを学習し、何度も練習を行

いました。６月中旬の事前訪問では、皆緊張しながらも、挨拶や自己紹介がし

っかりとできました。  

 



体験本番の 3 日間で、「ホームプラザナフコ姫路店」では店内そうじ、商品

補充、ポップ貼り替え、「マックスバリュ城の西店」ではお菓子や調味料、加

工品などの品出し、「マックスバリュ宮西店」では品出しや値札づくりをさせ

ていただきました。また、「マックスバリュエクスプレス北条店」では品出し、

お弁当作り、ポップ作成を、「マックスバリュ宮上店」では加工品の品出し、

レジ、賞味期限システム登録をさせていただきました。「はりまふくろうの家」

では、箸の袋折りや差し込み作業、弁当作り等を体験することができました。

どの職場でも素直で真面目な働きぶりが好評でしたが、日常生活や将来に活か

せるようなアドバイスもいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マックスバリュ北条店 マックスバリュ宮西店 

〈事前訪問の様子〉 

マックスバリュ宮上店 

〈活動の様子〉 

品出し 

〈ホームプラザナフコ〉  

品出し 

〈マックスバリュ城の西店〉

店〉  

品出し 

〈マックスバリュ宮西店〉

店〉  

プライスカードづくり 

〈マックスバリュ北条店〉

店〉  

レジ 

〈マックスバリュ宮上店〉

店〉  

箸の袋折り  

〈はりまふくろうの家〉  



わくワーク体験を終えて〈一部抜粋〉  

・一日目に帰宅したら左脚と腰がとても痛かった。母親も立ち仕事なので少し

母の大変さが分かった気がした。  

・品出しではずっと動き続けたり立ったりしゃがんだり、と座るひまもないの

でとても疲れた。社会の厳しさが分かったので、精神や体力を鍛えたい。  

・お店の人たちがやさしくて、すぐになじむことができた。お客さんが「がん

ばってな」と応援してくれたのもうれしかった。  

・お客さんに急に話しかけられて固まってしまったけど、練習通りに対応でき

た。 

・店長がスマホを使って仕事の内容を説明してくださったのでとても分かりや

すかった。 

・初めは、「仕事はめんどくさそうだなー。」と思っていたけど、店員さんがみ

んな優しく話しかけてくださったり、お客さんも笑顔で会釈をしてくれたり

して、「仕事って楽しく笑顔でできるんだな」と思った。  

・作業が終わった時に店長さんに「上手にできたね。」と言われてとてもうれし

かった。店員さんやお客様への会釈も自然にできるようなった。  

・店長がお店の方に徹底してくださって、みんなマスクを外してはっきりと話

してくださったので、よく聞き取れた。 

・のり弁当は、おかずをのせる順番やタルタルソースの量を調整しながら入れ

るのが難しかった。オムライスはきれいにできて、おいしそうだなと思った。

たくさんのお客様に買って食べてほしいなと思った。  

・冷蔵庫や冷凍庫に入った。覚悟はしていたけど、予想以上に寒くて、入るた

びに体が冷たくなっていった。  

・仕事の時に、ミスや失敗をすることがあったけど、事前学習で学んだ通り、

勇気を持って謝ることができた。  

・今回の体験で、忘れ物があったり、分からない時に勝手に判断してしまうこ

とがあったので、これからの生活では準備や確認をしっかりとしていきたい。 

 

事業所の方より〈一部抜粋〉  

・商品補充をよくがんばっていた。お客様にも声かけができていて、とてもす

ばらしかった。  

・素直で一生懸命にできていた。  

・理解力もあり、そつなく仕事をこなせた。積極性がもう少しあれば更に良い。  

・日がたつにつれて声が大きくなってきた。自信を持って今後もあいさつなど

のコミュニケーションを続けていこう。  

・お客様とコミュニケーションをとって「ありがとう」と言われていたね。  



 楽しんで仕事をしている様子で、とてもよかった。  

・とてもまじめに仕事ができていて、パートの店員がみんな「将来このお店に

来て働いてほしい」と言っている。  

・目の前のことに集中しすぎてお客様にぶつかりそうな時があったので、もう

少し周りに気を配って。 

・商品の取り扱いが荒い時があるので、ひとつひとつ丁寧に扱おう。 

・一度理解できれば作業は良好なので、理解できるまでが肝心。分からないこ

とは必ず確認を。  

・ハンディもあるけど、素直で真面目にこつこつ取り組めるところは「強み」。

これからの学校生活でも自信を持って。  

 

     

 

  ９月 ２日（月） 第２学期始業式  

 ５日（木） 就職応募書類発送開始 

 ７日（土） 大学入学共通テスト模試（高等部３年希望者）  

     ９日（月） ２学期進学補習開始（高等部） 

    １６日（月）～就職試験開始  

  ９月下旬～    内定者指導 

 １０月２２日（火）～２５日（金）高等部１年・２年 就業体験  

１１月 ３日（土）（予定） 進研模試（高等部１・２年生進学希望者） 

１２月期末考査以降～ 中学部３年 放課後補習開始 

１１月下旬     中学部３年 姫路女学院高等学校による面接の基本 

          講座 

２学期の行事予定をしっかり確認して、それぞれの進路目標に向かって  

頑張っていきましょう。  


